
医療従事者の負担軽減及び処遇改善の取組み事項 

 

当院では、患者さんへの安全で安心な質の高い医療を継続して提供するため、医師、看護師等の医療従事者の

負担軽減及び処遇改善として、以下の取組みを行っております。 

患者さん、ご家族の皆さんにもご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

【医師】 

医師事務作業補助者の活用 

・外来診療への配置 

・書類作成補助業務の実施 

・症例登録補助業務の実施 

・医師事務作業補助者の体制強化（スタッフの増員を含む） 

 

外来診療の効率化 

・地域連携の強化 

・紹介先医療機関からの受診予約 

・紹介・逆紹介の推進（機能分化の取組み） 

 

業務分担・移管（タスク・シフト）の推進 

・入院の説明の実施 

・検査手順の説明の実施 

・診療看護師、特定行為研修修了看護師の活用 

・看護師及び検査技師による静脈採血の実施 

・病棟及び手術室への薬剤師の配置 

・薬剤師による薬剤管理指導（服薬指導） 

・看護師による静脈注射の実施 

・チーム医療の推進（栄養サポート、褥瘡対策チーム、緩和ケア、感染制御、排尿ケア、呼吸器ケア 

リエゾン、認知症ケア、抗菌薬適正使用支援、心不全） 

・臨床工学技士による医療機器の管理業務 

 

医師の働き方改革関連法案施行に向けた処遇改善 

・医師の働き方改革推進のための委員会の設置 

・予定手術前日の当直勤務及び連続当直防止に配慮した勤務体制 

・短時間正規雇用医師の活用 

・地域の医療機関と複数主治医制度及び病棟、外来での複数主治医制度を導入、推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

【看護師】 

ワークライフバランス推進・働き方改革関連法案施行に向けた処遇改善 

・多様な勤務形態の導入（妊娠、育児、介護中の職員に対する配慮） 

・平日時間内での会議、研修会の実施計画 

・入職後のフォローアップ 

・院内保育所の設置（病児・病後保育の利用） 

・医療従事者との面談（病状説明等）について原則平日時間内の実施 

・男性看護師の育児休暇の推進 

 

看護師の短時間勤務者の活用 

 

看護補助者とエイドアシスタントの有効活用 

・看護補助者とエイドアシスタントの外来及び病棟への配置 

・看護補助者とエイドアシスタントへの業務移管 

 

多職種との適正な役割分担の推進 

・多職種による役割分担及び処遇改善等のための委員会の設置 

 

 

日本医科大学武蔵小杉病院 

役割分担推進委員会 


